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文化の客体化の場としての学校一 豪州クイ
ー
ンズランド州におけるアボリジニ教育の事例よ1丿

京都府立医科大学　中酉直和

　一般的に 、学校教育は 「伝統」 や 「真正 性」 に

基 づ き文化や知識を次代 に 維持 ・継承す る 側面 と

新 し く文化や 知識を刷新 ・創造す る側面をもつ 。

し か し、ボ ブズボウ ム （E ．Hobsbawm ）が指摘して

い るように i 　 「伝統 」 とい う枠組は歴史的状況の

なかで 創造された場合が多く、文化は常 に変化 し

「真正性亅 を 保 つ こ とが困難な状況 に ある 。

　近年 の オ
ー

ス トラ リア の ア ボリジニ の教育に つ

い て 考えて み る と、植民地政策 の 進展の 過程 で、

アボリジ ニ が伝承 してきた言語、神話的世界観、

ある い は 日常的慣習などは強制保護区の リザーブ

で の キ リス ト教教化を通じて かな りの 部分が消滅

に 至 ら しめ られ た。多文化教 育が 普及 した 現在で

も、オ
ー

ス トラ リア の 公立 の ハ イ ス クール で は、

ア ン グロ ・オー
ス トラ リア文化 に即 したナシ ョ ナ

ル
・
カ リキ ュ ラム が中心的にすえられ，補完的に

民族教育や多言語教育 が配置さ れ て い る 。 と りわ

け 、 消え行 く原初文化 と見なされたア ボ リジニ 文

化に基づ く知識、思想、あ る い は言語な どは、人

類学者の エ ン トロ ピ ッ ク な語 り で 標本化 され る こ

と は あっ て も、ア ボ リ ジ ニ 自身が 主 体的 に 題材を

構成 し学 ぶ とい っ た機会 は 与え られなか っ た 。

　しか し 、 ア ボ リジ ニ が 自ら の 生活 の 方法 を自律

的に選択 し て い くこ とを目的 とす る 1972民 の 「自

己決定政策」 の 採用以降、ア ボ リジ ニ
・

コ ミ ュ ニ

テ ィ に お け る 文化再生運動 に 伴 い 、アボ リジ ニ 教

育 の 機会や方法が検討され る よ う に な っ て き た 。

こ こで 、文化再生 と は消滅し かか っ た り抑圧され

てい た 「伝統 」 や 「真正 性」 を 本質主義的に復元

する行為 で はな く、植 民者側 か ら政治的 に 動員 さ

れ付与 さ れ た ア ボ リ ジニ 線 を 払拭し、アボリジ ニ

自 らが 自文化 の 構成要素を選択的に抽出 し 、 その

価値 を表象す る 「文化の 客体化 」 の 行為に他な ら

な い 。そ れ は、自文化 の 過去 と未来を創造的に結

びつ ける 「対抗的語 り1（counter 　narrative ）の な

か で 実現可能 と な る も の で ある 。

　本報告で は、この よ うな ア ボ リ ジ ニ の 文化再 生

運動 に痒う、アボリジニ 教育 の 本来の 意義に つ い

て 、 1972年 の 自己 決定 政 策 と と も に私設さ れ た 北

クイ
ー

ン ズラン ドの ワ ンゲ ッ テイ ・エ デ ュ ケ
ー

シ

ョ ン ・セ ンタ
ー

（Wangetti　 Education　 Centre）

における 自律教育と、公立 の ス ミ ス ・フ ィ
ール ド

・ハ イス ク
ール の 民族教育の実践 を通 じて検討す

る。そ し て、両校 の アボ リジニ 教育 の なか で．ア

ボリジニ 側か ら 「文化の 客体化」 がどの よ うな文

脈で なされ、客体化に伴うアボリ ジ ニ 生徒 とア ボ

リ ジ ニ 以外 の 生徒や教師の 反応を、ス ライ ドを ま

じ え な が ら検証す る 。

　本報告に 際 して、1997年 の 夏休 み に 両校に参与

観察 とア ン ケ
ー

ト調査からなる第 1次調査 に 出か

け、本年夏休み に は ワ ンゲ ッ テ ィ の方ヘ ボラ ンテ

ィ アの 補助講師として絵画を指導 した。

　結論的に は、公立の ス ミ ス
・
フ ィ

ール ド・ハ イ

ス ク
ー

ル で は、隣接 の キ ュ ラ ン ダ地域 に多く在 住

す る ジ ャ プカ イ 族 の 子 弟 の た め に、週 1 時間程度

の ジャ プカイ言語プ ロ グラム が設定さ れて い る。

多く の アボリジ ニ の 生徒は、昨秋新設 の キ ュ ラ ン

ダ ・ハ イ ス クール に転校し た の だが 、 こ こ で も ジ

ャ プカイ言語プロ グラム以外 に主たる民族教育は

展開されて い ない 。また、この よ う な言語 プ ロ グ

ラム を通 じて 「文化 の客体化 」 が行われたかとい

えば、白人や他 の 移民の 生徒 に対 して ．ジ ャ プカ

イ族の存在や言語 の再生 が ア ピール さ れた程度で

白人 生 徒 の ア ボリジ ニ へ の偏見 に 対 抗 して 、自文

化を表象 し 自信 を得 る まで に は 至 ら な か っ た 。

　
一
方 、 ワ ンゲ ッ テ ィ で はアボリジニ とアイ ラ ン

ダー
の 各部族や各地域 の もつ 固有性や価値が、絵

画 や陶芸 な どの 創作の 時間を 通 じて、相互 理解や

相互 評価が 培わ れて い る。自律学校 の 試み は少数

だが、生徒は自文化に対する 自信を得や す い。
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